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8/5「給料の調整額・特勤手当」基本要求提出交渉

「削減ありき」は認めない！職場・業務実態に見合った改善を求める
児相・保健福祉職場の過酷な実態、災害対応・自主運転業務の心理的負荷、税務の特殊性
自治労県職労は8月5日、「給料の調整額・特殊勤務手当」交渉を行い、当局に別掲の基本要求書を提出しました。
これは、7月31日に行われた県労連交渉において、具体的な課題については各任命権者との交渉に移行することとなったためです。
今回は、交渉にあたっての基本的な姿勢を確認するための要求であり、個別・具体的な手当や調整額については、次回の交渉で要求することとしました。
自治労県職労の発言（要旨）

○基本的な姿勢

・手当・調整額の見直しは「削減ありきでない」

こと、業務実態に着目したものであること。

・新規の手当・調整額についても交渉の対象とする。

・既存の手当・調整額の対象範囲の拡大や増額についても交渉の対象とする。

○児童相談所等保健福祉職場の過酷な実態

・景気低迷、不安定雇用・ＤＶ被害・児童虐待件数の増加、生活保護世帯の増大。自殺者は3万人を切ったものの、依然として県民生活は豊かになっていない。
・2013年度の児童虐待の件数は、全国で7万件を超え、過去最多となった。1990年度の統計開始時と比較すると、67倍にもなっている。

・社会情勢が複雑・多様化していく中で、緊急性・対応困難なケースが激増しており、現実をふまえた改善を求める。

○災害対応等の業務にも大きな変化が
・地球温暖化等の影響により、長期間にわたり大雨が降るなど、気象状況が大きく変化。それに伴い、土木や水防の業務も著しく変化している。
・待機になると、当然にさまざまな制約を受けるし、心理的負担も大きい。病院のようにオンコール手当をつけるべきだ。

○自主運転には緊張とストレスが強いられる

・県庁全体の傾向として、自主運転する職員が減っている。自主運転をすれば事故の可能性もあり、職員個人がリスクを負うことになる。
・特定の職員に集中してしまうこと、心理的負担が大きいことを踏まえ、新たな手当を設けてほしい。

○特殊性が恒常的に存在する県税職場
・国税職員は税務という仕事の特殊性と困難性から独自の俸給表が適用されている。本来は県でも独自の給料表で措置されるべきであるが、国税と異なる事情（人事交流）があるため、その格差を埋めるため、特勤手当が支給されている。

・また、徴収対策の強化などに対応、成果を上げるために業務の困難度は相当に高くなっている。
これに対し、中田労務担当局長から交渉を進める基本的な認識として、「見直しにあたり、社会変化や業務内容についてその支給趣旨にたち、①社会情勢の変化を捉え　②国における制度、他県の状況、今日的観点にたって　③定率支給と業務日数の実績、重複支給がないかの『３つの視点』により、必要性・妥当性を検討する」と、回答がありました。
なお、8月21日には回答交渉を予定しています。職場・業務実態に見合った見直しとなるよう、今後は個別・具体的な改善を当局に強く求めていきます。
2014年8月5日
　神奈川県知事　黒岩　祐治　様
自治労神奈川県職員労働組合

中央執行委員長　米倉　尚人
給料の調整額及び特殊勤務手当の改善に関する基本要求
日頃から、県民生活の向上や職員の労働条件に配慮され、県政の推進に努められていることに敬意を表します。
さて、調整額及び特殊勤務手当について、次のとおり要求しますので、誠意ある回答をされるよう要請いたします。

１．給料の調整額及び特殊勤務手当について、一方的な見直しは行わないこと。

２．正当な理由なくして、廃止、減額等を行わないこと。

３．給料の調整額、特殊勤務手当について、複雑化、多様化する現代社会において、複雑、困難、責任、危険、不健康、不快の度が増しているものについて、改善すること。

４．また、特殊勤務手当として措置されているもののうち、本来、給料の調整額で措置することが合理的なものや、複雑、困難、責任、危険、不健康、不快の度が著しく増しているものについては、給料の調整額に変更すること。

５．当局の検討状況について明らかにすること。

自治労県職労は9月3日（水）14時から、かながわ労働プラザ（Ｌプラザ）において第32回定期大会を開催し、1年間の活動方針を確立します。

クリエイテブNO.９３８から「2015年度活動方針案」を連載していますので、ご意見をお寄せください！

◇◆◇2015年度活動方針案②◇◆◇

２．安全で健康的な職場環境をつくろう！
（１）安全衛生委員会の活性化を
　　労働災害防止の取り組みは労使が一体となって行う必要があり、そのためには、安全委員会や衛生委員会において、労働者の危険又は健康障害を防止するための基本となるべき対策（労働災害の原因及び再発防止対策等）などの重要事項について十分な調査審議を行う必要があることから、労働安全衛生法で安全衛生委員会の設置が義務付けられています。
①　すでに設置されている委員会については、法令に従い、月1回以上の開催とその報告を当局に求めます。

②　開催内容についても、単なる報告だけでなく、法令に定められている調査・審議が十分行われるよう求めていきます。

③　すでに設置されている委員会に、自治労県職労の代表が選出されていない場合は、自治労県職労の代表を加えるよう働きかけます。

④　常時働く労働者が50人以上いる職場には、最低限衛生委員会を設置する義務が当局にあります。（解釈の問題はありますが、少なくとも、フルタイムの臨時的任用職員、再任用職員は含まれます。）未設置の職場については、速やかに設置するよう求めます。
⑤　労働者が50人未満の職場についても、法令により、安全又は衛生に関する事項について、関係労働者の意見を聴くための機会を設けるようにしなければなりません。点検活動を行い、単独職場で機会を設けていない職場については実施するよう求めていきます。

⑥　現在は、本庁各庁舎や合同庁舎では、各所属が50人未満の場合、安全衛生委員会は設置されていませんが、本来、事業所（＝庁舎等）ごとに設置されるべきであり、庁舎ごとの設置を強く求めていきます。

⑦　安全衛生委員会の活性化に向けて、安全衛生委員を担う組合員を対象とした学習・交流の場を設けます。

（２）安全な職場環境の確立を

①　月100時間または、60～80時間の時間外勤務が数カ月に及ぶ過労死水準の過重労働を撲滅するよう、当局に具体的な改善計画を示すよう求めます。

②　まず、グループウエアを活用して、在庁時間の把握を行わせます。

③　過重労働の温床となるムダな仕事を生み出している、労働時間管理のできていない管理職の意識を改革するよう強く求めます。

④　労働安全衛生法令で定められている温度、湿度、照度等の基準を厳守するよう当局に確認するとともに、点検・摘発運動を実施します。

⑤　恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させるよう求めます。

⑥　庁用自動車の更新については、使用する職員の不安を解消できるルールの確立をめざします。

⑦　自治労県職労として、安全衛生集会の開催をめざします。

（３）よりよいメンタルヘルス不全対策を

①　職員健康管理センターに産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス対策を確立するよう求めます。
②　メンタル不全による療養休暇取得者、休職者が発生した職場については、産業医への報告・相談義務を課し、産業医の監督のもとでその原因を調査するよう求めます。

③　予防対策として、精神科医による相談会等の定期実施や職場巡回相談の充実、メンタルヘルス研修の充実を求めます。

④　早期発見・早期ケア対策として、採用後半年経過の職員を対象に保健師による面談を実施するよう求めます。

⑤　復帰支援策として、リハビリ勤務実施状況の検証、復職支援計画全般を産業医が管理する体制・職場支援策の構築を求めます。

子どもたちの食と食育を考える集い

日　時：８月２４日（日）10時～16時

場　所：アトレ川崎１階「ツバキひろば」

　　　　（ＪＲ川崎駅前）

参加費：無料


＜各コーナー紹介＞

①クイズ・体験コーナー

★野菜当てクイズ

★さかなつりゲーム

★米・粉当てクイズ

②作ってあそぼう工作コーナー

　★牛乳パックをつかって飛び出すヘビをつくろう！

★豆まめクリップ

③学校給食パネル展示コーナー

④その他・・何が飛び出すか、お楽しみ！

主催／「子どもたちの食と食育を考える集い」実行委員会



















































おみやげ


あるよ！








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































